
振 り 込 め 詐 欺 に 注意 【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

人口 …… 92,473人 （+8人）
男  …… 47,996人 （+3人）
女  …… 44,477人 （+5人）

世帯 …… 44,183世帯 （+29世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
令和2年（2020年）９月１日現在

前月比
新庁舎建設基本設計／ふるさと納税寄附金実績 
  ●❷
保育所等の申込受付／インフルエンザ予防接種  ●❸
令和元年度会計別決算／健全化判断比率等／いじ
め撲滅強調月間  ●❹
市政の執行状況／市民の声ボックス  ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集   6～9

子育て情報コーナー／保健センターからのお知らせ  ●❿
各種無料相談／８４０伝言板  ●⓫
八潮市制施行５０周年記念キャッチフレーズを募集／やしお
八つの野菜de健康レシピ／いきいきやしお写真館  ●⓬

令和２年１0月　　実施設計着手
１１月〜　�別館庁舎解体工事�

仮設駐車場等整備工事
令和３年秋〜　　新庁舎建設工事
令和６年１月　　�新庁舎オープン
令和６年１月〜　現庁舎解体工事
令和６年度　　　外構工事
令和７年度　　　八潮中央公園改修工事
※�事業状況によって、スケジュールが変更に
なることがあります。

　「住みやすさナンバー１のまち　八潮」を実現するための拠点として、人・文化・風景をつなぎ「八潮らしさ」
を育てる４つの「わ」をテーマとした、新庁舎建設基本設計を策定しましたので、概要についてお知らせします。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

物アセットマネジメント推進課☎奮8４5

新庁舎建設基本設計を策定新庁舎建設基本設計を策定

北側からのイメージ図北側からのイメージ図

　現在の庁舎は、耐震診断調査を実施した結果、建物の耐震性能
が低く、大地震が発生した際に建物の倒壊または崩壊の危険性が
高いと判断されました。このため、八潮市庁舎耐震化方針（平成２８
年度策定）により「建て替えにより耐震化を図る」こととし、平成
３0年度までに庁舎建設基本構想および基本計画を策定しました。
　この度、意見募集や市民説明会などでいただいた意見を踏まえ
て、新庁舎の建物の配置や構造、各階の基本的なレイアウトなど
を取りまとめた基本設計を策定しました。
※�意見募集（パブリックコメント）の結果は市ホームページで公表してい
ます。

新庁舎建設の経緯 事業スケジュール（予定）

※今後、実施設計において変更の可能性があります。※今後、実施設計において変更の可能性があります。

〈
２
面
に
続
く
〉

　

毎月10日発行

住みやすさナンバー1のまち　八潮

左の2次元コードから

月号
「八潮市公式ホームページ」へアクセスできます。

●発行／八潮市　●編集／秘書広報課　〒340-8588埼玉県八潮市中央1－2－1
TEL　048－996－2111（代表）　ホームページ　http://www.city.yashio.lg.jp/
FAX　048－995－7367　　　　Eメール　hishokoho@city.yashio.lg.jp
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八潮市役所　☎048-996-2111

（2）広報

腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

No.8３9 令和２年（2020年）10月10日

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　令和元年度のふるさと納税寄附金についてお知ら
せします。
　寄附金は、寄附者の皆さんが指定された使途に活
用させていただきます。

　市では、庁舎の建て
替えに伴い、別館庁舎
の解体を行います。工
事期間中は、工事箇所
に仮囲いの設置や交通
誘導員の配置などによ
り安全を確保して作業
を行います。作業によ
る音の発生や工事箇所
周辺の駐車場の一部が
利用できなくなるなど、
近隣および来庁者の皆
さんにはご迷惑をおか
けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
解体工事期間（予定）
11月～令和３年３月
物アセットマネジメン
ト推進課☎焚846

令和元年度ふるさと納税寄附金受領実績
寄附金の使途 件数 金額

福祉の充実 22件 740,000円
スポーツと健康増進 4件 50,000円
安全な生活環境整備 6件 60,000円
市民活動と産業の支援 4件 40,000円
公園などの整備 3件 40,000円
教育の振興 14件 1,140,000円
八潮市の発展（市長におまかせ） 46件 580,000円
合計 99件 2,650,000円

令和元年度八潮市令和元年度八潮市
ふるさと納税寄附金実績ふるさと納税寄附金実績

物企画経営課☎奮２２７

別館庁舎解体工事について別館庁舎解体工事について

　未来の「八潮らしさ」を
育てる「あつまる」、「つな
がる」、「であう」、「はぐく
む」の４つの「わ」をテー
マとし、新庁舎を中心とし
た、人や文化、風景をつな
ぐさまざまなシーンの「シ
ビック・サークル」を計画
しました。

・現庁舎を利用しながら現敷地内で新庁舎建設工事を行います。
・�業務継続性を重視し、大地震時の倒壊や損傷を防ぐ、免震構造
とします。
・�新庁舎は４階建てで、保健センター（休日診療所を含む）を合
築します。
・�庁舎周辺のバス停を集約化し、敷地内にバスロータリーを設置
します。
・�新庁舎、八潮中央公園、八潮メセナを連携させ、都市核（シビ
ックセンター）として拠点形成を目指します。そのため、新庁
舎と八潮メセナ間の道路は、歩行者空間として整備します。

基本設計の特徴設計コンセプトフロア構成
４階 議会、教育、総務のフロア

３階
まちづくり（ソフト・ハード）、
災害対策、市民生活、財務の
フロア

２階
子育て、福祉、市民協働、産
業のフロア、保健センター、
市民活動スペース

１階 市民窓口、税、健康保険、福
祉のフロア、保健センター

〈
１
面
か
ら
続
き
〉

基本設計の詳細などについては
広報やしお１１月号から １月号に
かけシリーズでお知らせします。

配置図



広報（3） No.8３9 令和２年（2020年）10月10日

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種
※入院中・入所中などの事情で委託医療機関以外のかかりつけ医で接
種を希望する方は、保健センターへお問い合わせください。
覆市内在住で、次のいずれかに該当する方
▶接種当日65歳以上の方（受診通知書〈青色〉を９月下旬に送付）
▶接種当日6０歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器などに障がいが
あり身体障害者手帳１級相当に該当する方（令和３年１月２２日までに保
健センターへ要申し込み）
※詳しくは、受診通知書または市ホームページをご覧ください。
※接種期間内に65歳を迎える方（昭和３０年１０月から昭和３１年１月生ま
れ）は、期間内に随時通知書を送付します。

インフルエンザ予防接種費用臨時助成インフルエンザ予防接種費用臨時助成
　令和２年度は、優先的な接種対象者とされる次の方にインフルエン
ザ予防接種費用の一部を臨時的に助成します。
接種対象期間　１０月２6日㈪～令和３年１月３１日㈰
覆市内在住の妊婦および生後6カ月～中学３年生
助成金額　１回につき２,０００円（１３歳未満は２回、１３歳以上は１回を限度）
　市内指定医療機関で接種する場合は、医療機関に設置してある委任
状を提出し、２,０００円を引いた金額を窓口でお支払いください。
　その他の医療機関で接種した場合は、後日申請が必要です。１０月２6
日から令和３年３月３１日までに、申請書（市ホームページで入手）、預
貯金通帳の写し、領収書原本および予防接種を受けたことがわかる書
類を窓口または郵送で保健センターへ提出してください。
　市内指定医療機関など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

接種時期について接種時期について
　新型コロナウイルス感染症の流行が懸念される中、この冬に向けて
インフルエンザワクチンの需要が高まる可能性があります。今年は過
去5年で最大量のインフルエンザワクチンが供給される予定ですが、
重症化を防ぐため、次に該当し、接種を希望する方は早めに受けてく
ださい。
10月1日から
○次のいずれかに該当する方
・65歳以上の方
・6０歳以上65歳未満で、心臓・腎

じん

臓
ぞう

・呼吸器などに障がいがあり身体
障害者手帳１級相当に該当する方
※このほかの方は、１０月２6日以降に接種を受けてください。
10月26日から
○特に、次のいずれかに該当する方を優先
・医療従事者
・基礎疾患を有する方
・妊婦
・生後6カ月～小学校２年生

高齢者向けインフルエンザ予防接種高齢者向けインフルエンザ予防接種
　令和２年度は、無料で予防接種が受けられます。
接種対象期間　令和３年１月３１日㈰まで
複八潮市・草加市委託医療機関

物保健センター☎995－3381

学
童
保
育
所

覆
市
内
の
小
学
校
在
籍
の
児
童

入
所
基
準　
児
童
の
保
護
者
お

よ
び
同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の

方
が
、
就
労
や
疾
病
な
ど
に
よ

り
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

保
育
料　
月
額
９
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
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。

【
注
意
】
現
在
、
学
童
保
育
所
に

入
所
中
で
令
和
３
年
４
月
以
降
も

学
童
保
育
所
へ
入
所
を
希
望
す

る
方
も
、
改
め
て
入
所
の
手
続

き
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必
要
で
す
。

【
そ
の
他
】

・
市
内
で
の
転
居
な
ど
に
よ
り

児
童
の
学
区
変
更
を
予
定
し
て

い
る
方
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、
入
所
手
続
き
の
際

に
窓
口
で
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員
へ
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

・
本
市
へ
の
転
入
予
定
な
ど
で
、

本
市
の
学
童
保
育
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へ
の
入
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を
希
望
す
る
方
は
、
追
加
書
類

の
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出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
育
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
　
付

腹
１１
月
１９
日
㈭
～
２３
日
㈷　
午

前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
例
年
、
初
日
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
が
、
施
設
へ
の
入
所
決

定
は
、
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ

ー
ナ
ー
お
よ
び
多
目
的
ホ
ー
ル

※
や
し
お
生
涯
楽
習
館
へ
の
直

接
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

【
注
意
】
で
き
る
限
り
少
人
数

で
の
来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
発
熱
な
ど
の
体
調
不

良
の
あ
る
方
は
来
場
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、
後

日
入
所
受
付
お
よ
び
面
接
を
行

い
ま
す
の
で
、
次
の
期
間
内
に

電
話
で
保
育
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

腹
１１
月
２４
日
㈫
～
２７
日
㈮

保
育
料
な
ど
の

滞
納
に
つ
い
て

【重要】

　
同
一
世
帯
内
の
児
童
の
保
育

料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
場
合

は
保
育
施
設
お
よ
び
学
童
保
育

所
の
入
所
選
考
時
に
選
考
基
準

を
減
点
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

入
所
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
滞
納
し
て
い
る
保
育
料
な
ど

を
申
し
込
み
受
付
期
間
ま
で
に

納
入
し
た
後
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
４
月
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
施
設
・
学
童
保
育
所
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

物
保
育
課
☎
奮
３
１
４

令
和
３
年
４
月
入
所
の
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

令
和
３
年
４
月
入
所
の
保
育
所・認
定
こ
ど
も
園・

小
規
模
保
育
施
設・学
童
保
育
所
の
新
規
受
付

小
規
模
保
育
施
設・学
童
保
育
所
の
新
規
受
付

調
整
を
し
た
う
え
で
、
利
用
先
を

決
定
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
度
の
入
所
申
込
を
行

い
、
入
所
保
留
と
な
っ
て
い
る
方

も
新
た
に
入
所
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

必
要
書
類
▼
申
請
書
▼
保
育
の
必

要
性
を
証
明
す
る
書
類
（
勤
務
証

明
書
、
医
師
の
診
断
書
な
ど
）
▼

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
申

告
書

腹
１０
月
１３
日
㈫　
午
前
９
時
～
午

後
５
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室

※
１０
月
１４
日
以
降
は
保
育
課
で
配

布
し
ま
す
。

保
育
料　
保
護
者
な
ど
の
市
民

税
所
得
割
額
に
よ
り
保
育
料
を

算
出
し
ま
す
。な
お
、保
育
料
が
無

償
と
な
る
場
合
で
も
給
食
費
な

ど
の
実
費
負
担
は
発
生
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】
市
外
へ
の
転
出
予

定
な
ど
で
、
他
の
市
区
町
村
の

保
育
施
設
へ
の
入
所
を
希
望
す

る
方
お
よ
び
本
市
へ
の
転
入
予

定
な
ど
で
、
本
市
の
保
育
施
設

へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、

申
請
方
法
や
受
付
期
間
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
こ
ど
も
園
し
お
ど
め
の

森
（
☎
９９６
・
３
２
６
８
）
で
満

３
歳
以
上
の
幼
稚
園
教
育
を
希

望
す
る
場
合
（
１
号
認
定
）
は
、

施
設
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

覆
生
後
5７
日
も
し
く
は
６
カ
月

か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

入
所
基
準　
児
童
の
保
護
者
、

同
居
の
親
族
お
よ
び
そ
の
他
の

方
が
、
就
労
や
疾
病
な
ど
に
よ

り
、
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

※
申
請
時
に
入
所
申
請
児
童
の

面
接
を
行
い
ま
す
。
必
ず
児
童

同
伴
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

施
設
へ
の
入
所
決
定　
各
保
育

施
設
で
、
保
育
を
希
望
す
る
場

合
の
、
施
設
へ
の
入
所
決
定
は
、

申
請
者
の
希
望
や
保
育
所
な
ど

の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
利
用

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
・
小
規
模
保
育
施
設

園
・
小
規
模
保
育
施
設

保
育
の
し
お
り
の
配
布

＝
共
通
事
項
＝
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一
般
会
計
お
よ
び
　 

　
　
　
　
特
別
会
計

　

令
和
元
年
度
は
、「
第
５
次
八

潮
市
総
合
計
画
」
の
「
共
生
・
協

働
」
と
「
安
全
・
安
心
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
す
る
、『
住

み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
八

潮
』
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、「
先

端
『
健
康
』
都
市
や
し
お
」
を
目

指
し
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
度
、

事
業
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
予
算

の
有
効
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
行

い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
３２０
億
８

８
０
９
万
４
３
５
０
円
（
対
前
年

度
２
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
）、
歳

出
は
、
３０７
億
２
９
５
５
万
８
６
４

６
円
（
対
前
年
度
３
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
増
）
で
す
。

上
水
道
事
業
会
計

　
令
和
元
年
度
上
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
収
益
的
収
入
は
、
２１
億
６
４
４

２
万
４１４
円
（
対
前
年
度
１
・
３
パ

ー
セ
ン
ト
減
）
で
、
主
に
水
道
料

金
収
入
で
す
。

　
収
益
的
支
出
は
、
１８
億
２
１
７

４
万
８
４
３
８
円
（
対
前
年
度
１

・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、
県
か

ら
水
を
購
入
し
た
費
用
や
家
庭
に

水
道
水
を
届
け
る
た
め
に
必
要
な

水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
で

す
。

　
資
本
的
収
入
は
、
５
億
９
６
１

２
万
９
８
６
１
円
（
対
前
年
度
１８

・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、
新
し

く
家
庭
に
水
道
を
引
く
際
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
分
担
金
な
ど
で
す
。

　
資
本
的
支
出
は
、
１１
億
７
０
４

３
万
９
８
９
０
円
（
対
前
年
度
５

・
９
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
で
、
新
し

い
配
水
管
の
埋
設
や
水
道
施
設
の

設
備
更
新
費
な
ど
で
す
。

　県
けん

では、１１月
がつ

を「いじめ撲
ぼく

滅
めつ

強
きょう

調
ちょう

月
げっ

間
かん

」に制
せい

定
てい

し、いじめ問
もん

題
だい

の根
こん

絶
ぜつ

に集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に取
と

り組
く

んでいます。いじめにあったり、いじめに気
き

づいたら、
１人で悩

なや

まずご相
そう

談
だん

ください。
物県

けん

青
せい

少
しょう

年
ねん

課
か

☎０４８－８３０－２９０７

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

など

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、市の健全化判断
比率等の算定結果をお知らせします。
　市の比率はいずれも、法令で定められている早期健全化基準（財政再生
基準）、経営健全化基準を下回っており、健全な財政を維持しています。

物財政課☎焚４７７

表１　一般会計および特別会計決算額（単位：円）

区分 予算現額
収入済額
支出済額

一 般 32,180,962,400 
32,088,094,350 
30,729,558,646 

国 民 健 康 保 険 9,108,600,000 
8,800,124,733 
8,545,813,088 

公 共 下 水 道 事 業 4,345,080,000 
3,929,187,185 
3,569,622,177 

稲 荷 伊 草 第 二
土地区画整理事業 482,101,000 

464,519,906 
405,175,820 

鶴ヶ曽根・二丁目
土地区画整理事業 213,795,000 

173,812,602 
72,282,130 

大 瀬 古 新 田
土地区画整理事業 450,547,000 

437,082,862 
359,317,657 

西 袋 上 馬 場
土地区画整理事業 817,964,000 

713,784,608 
583,732,757 

八潮南部東一体型
特定土地区画整理
事 業

2,077,063,000 
1,931,141,435 

1,767,762,862 

介 護 保 険 5,773,201,000 
5,447,083,040 
5,059,053,526 

後 期 高 齢 者 医 療 984,497,000 
978,826,936 
949,120,225 

表２　上水道事業会計決算額� （単位：円）

区分 予算額 決算額

収益的収入 2,292,856,000 2,164,420,414

収益的支出 2,041,574,000 1,821,748,438

資本的収入 630,432,000 596,129,861

資本的支出 1,510,340,000 1,170,439,890

　
令
和
２
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
、
上
水
道
事
業
会

計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
一
般
・
特
別
会
計
＝
会
計
課
☎
奮
２
０
１
、
上
水
道
事
業
会
計
＝
経
営
課
☎
奮
４
１
８

令
和
元
年
度

会
計
別
決
算

令和元年度決算に基づく健全化判断比率等

◯健全化判断比率

比率名 説　　明
八潮市 国の基準

令和元年度
数値

早期健全化
基準※ 1

財政再生
基準※ 2

実質赤字比率 一般会計などの赤字の
大きさを表します 赤字なし 12.60% 20.00%

連結実質赤字
比 率

市全体の赤字の大きさ
を表します 赤字なし 17.60% 30.00%

実 質 公 債 費
比 率

借入金など、その年の
返済額の大きさを表し
ます

5.4% 25.0% 35.0%

将来負担比率
借入金の残高など、今
後支払わなければなら
ない負債の大きさを表
します

30.6% 350.0%

※ 1 　 健全化判断比率のいずれかの比率が、基準以上の場合、財政健全化計画の策定
が義務付けられ、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。

※ 2 　 健全化判断比率のうち、将来負担比率を除いたいずれかの比率が基準以上の場
合、財政再生計画の策定が義務付けられ、国などの関与による確実な再生が求
められます。

◯資金不足比率

区　　分
八潮市 国の基準

令和元年度 経営健全化基準※ 3
上水道事業

資金不足なし 20.0%

公共下水道事業
稲荷伊草第二土地区画整理事業
鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業
大瀬古新田土地区画整理事業
西袋上馬場土地区画整理事業
南部東一体型特定土地区画整理事業

※ 3 　 資金不足比率が、経営健全化基準以上の公営企業には、経営健全化計画の策定
が義務付けられます。

＊健全化判断比率と資金不足比率の詳細は、市ホームページでご覧になれます。

名
めい

称
しょう

および受
うけ

付
つけ

日
にち

時
じ

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

など

よい子
こ

の電
でん

話
わ

教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

（２４時
じ

間
かん

３６５日
にち

対
たい

応
おう

）

子
こ

ども専
せん

用
よう

(18歳
さい

以
い

下
か

)　☎＃７
なやみ

３０
ゼロゼロ

０
または錆０１２０－８

ハロー

６－３
さいのくに

１９２※無
む

料
りょう

保
ほ

護
ご

者
しゃ

用
よう

　☎０４８－５
こ こ ろ

５６－０
お は な し

８７４

電
でん

子
し

メール相
そう

談
だん

　soudan@spec.ed.jp

ＦＡＸ相
そう

談
だん

　錆０１２０－８
ハ イ

１－３
さいのくに

１９２

いじめ通
つう

報
ほう

窓
まど

口
ぐち

https://www.pref.saitama.
lg.jp/f２２０９/ijime-soudan-
form.html

ヤングテレホンコーナー
月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
午
ご

前
ぜん

８時
じ

３０分
ぷん

から午
ご

後
ご

５時
じ

１５分
ふん

☎０４８－８６１－１１５２

子
こ

どもスマイルネット
毎
まい

日
にち

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
午
ご

前
ぜん

１０時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

☎０４８－８２２－７００７

埼
さい

玉
たま

いのちの電
でん

話
わ

（２４時
じ

間
かん

３６５日
にち

対
たい

応
おう

） ☎０４８－６４５－４３４３

さいたまチャイルドライン
毎
まい

日
にち

（年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
午
ご

後
ご

４時
じ

～９時
じ

子
こ

ども専
せん

用
よう

（18歳
さい

以
い

下
か

）
錆０１２０－９９－７７７７※無

む

料
りょう

埼
さい

玉
たま

県
けん

こころの電
でん

話
わ

月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
午
ご

前
ぜん

９時
じ

～午
ご

後
ご

５時
じ

☎０４８－７２３－１４４７

子
こ

どもの人
じん

権
けん

11０番
ばん

 
月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
午
ご

前
ぜん

８時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

５時
じ

１５分
ふん

錆０１２０－００７－１１０※無
む

料
りょう

子
こ

どもの人
じん

権
けん

ＳＯＳ－ｅメール https://www.jinken.go.jp/kodomo

１１１１月月
がつがつ

は「いじめは「いじめ撲撲
ぼくぼく

滅滅
めつめつ

強強
きょうきょう

調調
ちょうちょう

月月
げっげっ

間間
かんかん

」」
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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▼
６
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
の
間
、

八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
ロ
ビ

ー
で
、
男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

を
開
催

▼
６
月
３０
日
、（
仮
称
）
八
潮
市

立
新
設
小
学
校
建
設
基
本
構
想
・

基
本
計
画
策
定
支
援
業
務
委
託
お

よ
び
八
潮
市
立
大
瀬
小
学
校
校
舎

増
築
基
本
設
計
業
務
委
託
を
発
注

▼
７
月
２３
日
、
八
幡
図
書
館
で
、

「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ　

割
り
ば
し

紙
球
飛
ば
し
機
を
つ
く
ろ
う
！
」

を
開
催

▼
７
月
２３
日
、
資
料
館
で
、
資
料

館
講
座
「
前
九
年
合
戦
絵
巻
の
物

語
」
を
開
催

▼
７
月
２5
日
、
八
幡
図
書
館
で
、

「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会
」

を
開
催

▼
７
月
２5
日
、
八
條
図
書
館
で
、

「
図
書
館
ツ
ア
ー
＆
図
書
館
体
験

講
座
」
を
開
催

▼
７
月
２６
日
、
八
條
公
民
館
で
、

「
布
ぞ
う
り
の
作
り
方
講
座
」
を

開
催

▼
７
月
２６
日
、
資
料
館
で
、
体
験

講
座
「
藍
染
め　
エ
コ
バ
ッ
グ
作

り
」
を
開
催

▼
８
月
１
日
、
八
條
公
民
館
で
、

「
夏
の
星
座
観
望
会
～
天
体
望
遠

鏡
で
月
や
木
星
・
土
星
を
み
よ
う

！
～
」
を
開
催

▼
８
月
２
日
、
八
幡
図
書
館
で
、

「
科
学
あ
そ
び　

カ
ラ
フ
ル
ス
ラ

イ
ム
を
作
ろ
う
」
を
開
催

▼
８
月
６
日
か
ら
１２
日
ま
で
の
間
、

や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
、「
原
爆

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

▼
８
月
２４
日
、
潮
止
中
学
校
の
生

徒
数
増
加
に
伴
う
通
学
区
域
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
八
潮
市
立
小

中
学
校
通
学
区
域
審
議
会
を
設
置

し
、
第
１
回
会
議
を
開
催

▼
８
月
２８
日
、
学
校
給
食
の
安
全

対
策
や
今
後
の
学
校
給
食
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
八

潮
市
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
し
、

第
１
回
会
議
を
開
催

2
健
康
福
祉
・
子
育
て

～
誰
も
が
い
き
い
き
と�

�
�

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
６
月
１６
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

「
八
潮
い
こ
い
体
操
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」
を
開
催

▼
６
月
２４
日
、
医
療
・
介
護
の
専

門
職
の
方
を
対
象
に
「
フ
レ
イ
ル

予
防
講
演
会
」
を
開
催
。
ま
た
、

６
月
２5
日
に
は
、
市
民
を
対
象
に

「
フ
レ
イ
ル
予
防
！
キ
ッ
ク
オ
フ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

▼
７
月
１０
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
、「
口こ

う

腔く
う

に
関
す
る

介
護
予
防
講
演
会
」
を
開
催

3
防
災・防
犯・消
防・救
急

～
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て��
�

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
８
月
２４
日
、
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
㈱
と
、「
地
域
貢
献
型

広
告
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

4
産
業
経
済・観
光

～
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た�

�
�

に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
～

▼
６
月
３０
日
か
ら
住
宅
改
修
資
金

補
助
金
の
受
付
を
開
始
し
、
８
月

４
日
に
予
算
枠
に
達
し
た
た
め
、

受
付
を
終
了

▼
八
潮
産
じ
ゃ
が
い
も
１００
パ
ー
セ

ン
ト
の
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
」
を
製

造
し
、
八
潮
駅
改
札
前
の
特
設
コ

ー
ナ
ー
や
観
光
協
会
、
市
内
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
販
売

5
都
市
基
盤・環
境

～
快
適
で
や
す
ら
ぎ
と

�

潤
い
の
あ
る
ま
ち
～

▼
６
月
２5
日
、
関
係
市
区
と
と
も

に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
東

京
駅
延
伸
お
よ
び
１
編
成
８
両
化

早
期
実
現
な
ど
に
つ
い
て
、
首
都

圏
新
都
市
鉄
道
㈱
に
要
望
書
を
提

出▼
８
月
１７
日
付
け
で
８5
地
区
、
約

１２
・
４６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
特
定
生
産

緑
地
に
指
定

▼
令
和
２
年
７
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
３３２
万
１
８
８
７
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
時
期
と
比

較
し
て
６
万
４
７
６
５
立
方
メ
ー

ト
ル
の
増
加

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
消
費

税
抜
き
で
５
億
６
７
６
９
万
円
で
、

前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
２１４
万
円

の
増
加

6
新
公
共
経
営

～
協
働
で
経
営
す
る�

�
�

自
主
・
自
律
の
ま
ち
～

▼
６
月
２８
日
、
１０
月
１
日
採
用
の

保
育
士
お
よ
び
保
健
師
の
試
験
を

実
施
。
ま
た
、
７
月
１２
日
に
は
、

１１
月
１
日
採
用
の
技
能
労
務
職
の

試
験
お
よ
び
育
児
休
業
代
替
任
期

付
職
員
採
用
候
補
者
の
登
録
試
験

を
実
施

▼
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付

を
８
月
３１
日
に
終
了
。
８
月
２１
日

現
在
で
、
４
万
３
１
０
２
世
帯
に

対
し
、
９１
億
２
８
９
０
万
円
を
支

給▼
６
月
３０
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で

の
間
、「
八
潮
市
新
庁
舎
建
設
基

本
設
計
（
素
案
）」
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催

市
政
の
執
行
状
況

市
政
の
執
行
状
況

　
令
和
２
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
１８
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
前
定
例
会
以
降
の
市
政
の
執
行
状
況
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
。
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

₁
教
育
文
化・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
学
び
と
つ
な
が
り
を�

�
�

大
切
に
す
る
ま
ち
～

原爆パネル展

口腔に関する介護予防講演会

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス

市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス

　
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
は
、
市
政

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見・提
案
な
ど
の
貴
重
な
「
声
」

を
市
長
に
直
接
伝
え
、
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
制
度

で
す
。

　
投
書
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

投
書
箱
・
郵
送
用
封
筒

投
書
箱
・
郵
送
用
封
筒

　

投
書
箱
お
よ
び
郵
送
用
封
筒

（
投
書
用
紙
入
り
）
を
市
内
公
共

施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
用
封
筒
は
、
市
内
の
公
共
施

設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
設
置
場
所
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

郵
送

　
秘
書
広
報
課
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
※
備
え
付
け
の
郵
送
用
封

筒
は
切
手
不
要

 

フ
ァ
ク
ス

　

鯖
９９５
・
７
３
６
７
へ
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

 

電
子
メ
ー
ル

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

し
、「
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
送
信

画
面
」
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
回
答
を
希
望
す
る
場
合
〉

　
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
で
回
答
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
必
要
事

項
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所

▼
氏
名

▼
回
答
方
法
（
電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送
）

▼
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
電
子
メ
ー
ル

で
回
答
を
希
望
す
る
場
合
の
み
）

　
必
要
事
項
が
す
べ
て
記
載
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
個
人
の
特
定

が
で
き
な
い
た
め
、
回
答
で
き
ま

せ
ん
。昨

年
度
の
声
（
投
書
）

昨
年
度
の
声
（
投
書
）

��

の
内
容
な
ど

の
内
容
な
ど

　
令
和
元
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ

た
投
書
は
２４０
件
（
の
べ
３０３
項
目
）

（
表
１
）
で
、
希
望
の
あ
っ
た
１４１

件
の
投
書
に
回
答
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
に

提
案
・
要
望
さ
れ
た
事
業
な
ど
に

つ
い
て
の
主
な
実
施
状
況
は
（
表

２
）
の
と
お
り
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
（
意
見
・
提
案
な
ど
）
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
物
秘
書
広
報
課
☎
奮
３
７
３

表１　投書内容
項目 件数

道水路・下水道の整備、維持管理など 33
公園の管理・整備など 30
交通安全、道路反射鏡、白線、信号機、街路灯など 27
事務処理、人事管理、市職員の対応、業務の改善など 27
公共施設の整備および管理運営など 23
防災、治安・防犯、危機管理など 17
健康・福祉に関すること 14
学校教育、学校の対応など 13
バス路線・バス網、バスの増便など 12
保育所・学童保育所・幼稚園などの管理運営および子育て支援制度 10
その他 97
合計 303

表 ２ 　 市民の声ボックスへの提案・要望などに対して
の主な施策・事業の実施状況

提案・要望があった事業 提案・要望で実施した事業内容
給与所得等に係る市民税・県民税
特別徴収税額の決定通知（納税義
務者用）の記載内容に係る秘匿措
置の早期実施要望について

令和 2年度以降の税額通知につ
いて、所得額・控除額・税額の
記載部分に秘匿措置（圧着加工）
を施しました。

学童の増設について 令和 2年 4月に新たに学童保育
所を 1カ所設置しました。

道路照明灯などの修繕要望につ
いて

道路照明灯などの修繕を実施し
ました。

歩道の除草要望について 除草を実施しました。
飲食店の店舗前にある車と歩行
者を区別するための、オレンジ色
のポールに店の幟

のぼり

旗
ばた

を設置して
いることについて

違反であったことから、店舗責
任者に主旨を伝え、設置しない
よう指導しました。
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

公
平
委
員
の
選
任

（
再
任
）
秋あ

き

山や
ま　
和か

ず

子こ　
氏�

（
任
期　
令
和
２
年
１０
月
１
日
～
令
和
６
年
９
月
３０
日
）

（
再
任
）
狩か

野の
う　
稔み

の
る　
　
氏�

（
任
期　
令
和
２
年
１０
月
１
日
～
令
和
６
年
９
月
３０
日
）

（
再
任
）
藤ふ

じ

波な
み　
達た

つ

也や　
氏�

（
任
期　
令
和
２
年
１０
月
１
日
～
令
和
６
年
９
月
３０
日
）

　
令
和
２
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
、
公
平
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　令和２年度１００歳を迎える7人の方に、長寿
のお祝いをしました。

＊５０音順で掲載しています。
� 基準日　９月１５日現在

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

物長寿介護課☎焚４４７

圓
えん

城
じょう

寺
じ

　房
ふさ

子
こ

さん	（緑町一丁目在住）

佐
さ

藤
とう

　キクヨさん	（南川崎在住）

塩
しお

川
かわ

　芳
よし

代
よ

さん	 （南川崎在住）

鈴
すず

木
き

　俊
とし

子
こ

さん	 （大瀬三丁目在住）

塚
つか

本
もと

　とりさん	 （中央四丁目在住）

林
はやし

　　チヨさん	 （中央三丁目在住）

三
み

谷
たに

　ツナさん	 （大曽根在住）

　令和２年第３回市議会定例会（９月１８日）
において、新たな副議長が選任されました。

市議会新副議長選任

物議事調査課☎焚２７７

経　歴　八潮市議会議員（２期）
　　　　総務文教常任委員会委員長
　　　　総務文教常任委員会副委員長

副議長　金
かね

子
こ

　壮
そう

一
いち

　氏

物
公
平
委
員
会
☎
奮
２
９
４

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

会
議
の
開
催

●
第
１
回
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
会
議
の
傍
聴

腹
１０
月
１４
日
㈬　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
２
期
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
実
施
計

画
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

臨
時
休
館

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
電
気
設
備
更
新
工
事
の
た
め
、
休
館
し

ま
す
。

腹
１０
月
１８
日
㈰

物
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
９３６
・
０
５

０
７

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘

　
受
変
電
設
備
改
修
工
事
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。

腹
１０
月
２２
日
㈭
・
２３
日
㈮

物
寿
楽
荘
☎
９９５
・
２
８
４
７

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
利
用
停
止

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一

時
停
止
し
ま
す
。

腹
１１
月
１０
日
㈫
～
１２
日
㈭　

物
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
関
連
＝
市

民
課
☎
焚
２
１
０
、
課
税
（
所
得
）
証
明

・
非
課
税
証
明
関
連
＝
市
民
税
課
☎
焚
２

０
６生

産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画

変
更
案
の
縦
覧

　
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
伴
う
都
市
計

画
変
更
案
の
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

腹
１０
月
１９
日
㈪
～
１１
月
２
日
㈪
（
必
着
）

複
公
園
み
ど
り
課

覆
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

物
公
園
み
ど
り
課
☎
焚
４
６
７

草
加
都
市
計
画
地
区
計
画

変
更
案
の
縦
覧

　
八
潮
南
部
西
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
２
２

●
第
４
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
１１
月
５
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
８
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
つ
い
て

払
１０
人
（
申
込
順
）

仏
１０
月
１４
日
か
ら
１１
月
４
日
ま
で
に
、
電

話
で
長
寿
介
護
課
（
☎
焚
４
４
７
）
へ

●
第
３
回
八
潮
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
の
傍
聴

腹
１１
月
９
日
㈪　
午
後
２
時
～

複
市
役
所
委
員
会
室

淵
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
焚
４
６
５

●
第
２
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴腹
１１
月
１０
日
㈫　
午
前
１０
時
～

複
市
役
所
第
２
会
議
室

淵
草
加
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
、

草
加
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い

て払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
伴
い
、
八
潮

南
部
西
地
区
の
地
区
計
画
に
つ
い
て
地
区

施
設
の
追
加
お
よ
び
変
更
を
行
う
た
め
、

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
お
よ
び
意
見
書

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

腹
１０
月
１２
日
㈪
～
２６
日
㈪
（
必
着
）

複
都
市
計
画
課

覆
市
内
在
住
ま
た
は
利
害
関
係
の
あ
る
方

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

１０
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

　
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
献
血
ル
ー
ム
や
ド
ナ
ー
登

録
会
な
ど
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
ド
ナ
ー
と
な
っ
て
骨

髄
な
ど
の
提
供
を
し
た
方
へ
の
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全

状
況
等
調
査

淵
長
期
優
良
住
宅
と
し
て
認
定
を
受
け
、

工
事
完
了
か
ら
５
年
、
１０
年
を
経
過
し
た

住
宅
を
対
象
に
、
維
持
保
全
状
況
な
ど
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
１０
月
中
に
調
査
対

象
住
宅
の
所
有
者
あ
て
に
郵
送
で
通
知
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

報
告
期
限　
１１
月
１３
日
㈮
ま
で

物
開
発
建
築
課
☎
焚
４
６
９

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
ド
ラ
ッ
グ

　
１０
・
１１
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止

運
動
月
間
で
す
。

　

大
麻
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、

幻
覚
や
興
奮
に
と
ど
ま
ら
ず
、
意
識
障
が

い
や
依
存
な
ど
重
大
な
健
康
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
人
生
だ
け
で
な
く
、
家

族
な
ど
周
り
の
人
た
ち
の
人
生
ま
で
も
狂

わ
せ
、
社
会
全
体
に
計
り
知
れ
な
い
危
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
な
ら
…
」

と
い
っ
た
甘
い
考
え
は
命
取
り
で
す
。
絶

対
に
手
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

物
草
加
保
健
所
☎
９２５
・
１
５
５
１
、
県
薬

務
課
☎
０４８
・
８３０
・
３
６
３
３

や
し
お
創
業
塾
２
０
２
０

　
本
創
業
塾
は
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た

「
八
潮
市
創
業
支
援
等
事
業
計
画
」
に
基

づ
く
特
定
創
業
支
援
等
事
業
で
す
。

腹
１１
月
７
日
・
２１
日
・
２８
日
、
１２
月
５
日

（
各
土
曜
日
・
全
４
回
）　
午
後
１
時
～
５

時複
八
潮
市
商
工
会
館
大
会
議
室

淵
創
業
計
画
の
立
て
方
や
資
金
繰
り
な
ど

創
業
に
関
す
る
必
要
知
識
を
学
ぶ

講
師　
石い

し

川か
わ

知ち

穂ほ

さ
ん
（
中
小
企
業
診
断

士
）、富と

み

田た

良よ
し

治は
る

さ
ん（
中
小
企
業
診
断
士
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

※
今
回
の
創
業
塾
と
八
潮
市
商
工
会
で
行

う
個
別
相
談
を
合
計
で
４
回
以
上
か
つ
１

カ
月
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
受
け
て
、
経

営
・
財
務
・
人
材
育
成
・
販
路
開
拓
の
知

識
を
身
に
つ
け
た
方
に
対
し
、「
特
定
創

業
支
援
等
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
た
」

と
認
め
、
申
請
に
よ
り
、
市
で
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を
受
け
た
場

合
、
次
の
支
援
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

《
支
援
制
度
》

①
法
人
登
記
の
際
の
登
録
免
許
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
（
設
立
登
記
を
行
う
際
に
、
証

明
書
の
原
本
を
法
務
局
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）。

②
無
担
保
、
第
三
者
保
証
人
な
し
の
創
業

関
連
保
証
が
、
事
業
開
始
の
６
カ
月
前
か

ら
利
用
可
能
で
す
。

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
自
己
資
金
要
件
を

満
た
し
た
も
の
と
し
て
、
融
資
を
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

④
日
本
政
策
金
融
公
庫
新
規
開
業
支
援
資

金
の
貸
付
利
率
の
引
き
下
げ
の
対
象
と
し

て
、
同
資
金
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

⑤
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
一
般

型
・
３
分
の
２
補
助
）
の
補
助
上
限
額
が

５０
万
円
か
ら
１００
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

※
②
～
④
は
別
途
審
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

仏
電
話
で
八
潮
市
商
工
会
（
☎
９９６
・
１
９

２
６
）
へ

初
回
献
血
＋
ラ
ブ
ラ
ッ
ド

登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
県
お
よ
び
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
で
は
、
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
「
初

回
献
血
＋
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
、
県
内
の
献
血
ル
ー
ム
ま
た
は

献
血
バ
ス
に
お
い
て
初
め
て
献
血
を
行
い
、

そ
の
場
で
複
数
回
献
血
ク
ラ
ブ
「
ラ
ブ
ラ

ッ
ド
」
の
会
員
登
録
を
し
た
方
に
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

物
県
薬
務
課
☎
０４８
・
８３０
・
３
６
３
５

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
１０
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時

間
額
９２８
円
（
引
上
げ
額
２
円
）
と
な
り
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
る
も
の
で
、
年
齢
や
雇
用
形
態

に
関
係
な
く
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使
用
者
も
労
働

者
も
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
の
産
業
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

物
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０４８
・
６００
・
６
２

０
５

　広報やしおに掲載し
たイベントなどは、中
止・変更になる場合が
あります。詳しくは、
市ホームページをご覧
ください。
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おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

　八潮市南川崎町会では、（一財）自治総合センターが
宝くじの収入を財源に交付している助成金を受けて、集
会所のイス・テーブルなどの備品やワイヤレスマイクな
どの音響設備を購入しました。
　なお、購入した備品などは、町会のコミュニティ活動
事業で使用します。

令和2年度令和2年度コミュニティコミュニティ助成事業助成事業

宝くじ「クーちゃん」マーク

購入した品（イス）

物市民協働推進課☎奮３２８

地域貢献型広告に地域貢献型広告に
関する協定関する協定

物危機管理防災課☎奮３０５

　新型コロナウイルス感染症に
伴う傷病手当金の適用期間が、
令和２年１月１日から１２月３１日ま
での間に延長されました。
　支給を受けるためには、申請
が必要です。申請方法について
は市ホームページをご覧になる
か、電話でお問い合わせくださ
い。
物国保年金課☎焚３２７

新型コロナウイルス感新型コロナウイルス感
染症に伴う染症に伴う傷傷

しょうしょう

病病
びょうびょう

手当金手当金
の適用期間の延長の適用期間の延長

　８月２４日、八潮市と東電タ
ウンプランニング（株）は「地
域貢献型広告に関する協定」
を締結しました。
　今後、電柱広告主が地域貢
献型広告を利用する場合に、
広告欄の一部に防災、防犯、
環境に関する公共情報を掲載
し、市民生活で必要な情報を
提供していきます。

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　
令
和
３
・
４
年
度
に
組
合
が
発
注
す
る

工
事
の
請
負
や
物
品
の
納
入
な
ど
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

仏
１１
月
１６
日
か
ら
１２
月
１１
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

郵
送
で
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
（
〒
３４３
―

０
０
１
１
越
谷
市
増
林
３
―
２
―
１
、
☎

９６６
・
０
１
２
２
）
へ

催
し
催
し

八
幡
公
民
館
講
座

①
第
２
回
パ
ソ
コ
ン
講
座

腹
１１
月
４
日
～
１２
月
２
日
（
毎
週
水
曜
日

・
全
５
回
）　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
パ
ソ
コ
ン
で
家
計
簿
づ
く
り
（
エ
ク
セ

ル
表
計
算
の
基
礎
を
学
ぶ
）

講
師　
籠か

ご

倉く
ら

正ま
さ

美み

さ
ん
（
埼
玉
県
ネ
ッ
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

払
１３
人
（
申
込
順
）

沸
１
０
０
０
円
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
代
、
１０

月
２８
日
ま
で
に
八
幡
公
民
館
へ
※
過
去
に

本
講
座
で
購
入
さ
れ
た
方
は
無
料
）

②
油
絵
入
門
講
座

腹
１１
月
７
日
・
２１
日
、
１２
月
５
日
（
各
土

曜
日
・
全
３
回
）　

午
後
１
時
３０
分
～
４

時複
八
幡
公
民
館
研
修
室
（
１２
月
５
日
は
第

二
会
議
室
）

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師　
若わ

か

山や
ま

栄え
い

作さ
く

さ
ん
（
日
本
美
術
家
連

盟
会
員
）

淵
風
景
を
油
絵
に
描
く
、
初
心
者
を
対
象

と
し
た
油
絵
講
座

弗
キ
ャ
ン
バ
ス
（
Ｆ
―
６
サ
イ
ズ
程
度
）、

油
絵
の
具
道
具
一
式
、
筆
記
用
具
、
絵
に

し
た
い
風
景
写
真
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

③
は
じ
め
て
の
手
話
教
室
～
手
話
で
気
持

ち
を
伝
え
て
み
よ
う
～

腹
１１
月
７
日
㈯　
午
前
１０
時
～
正
午

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

淵
日
常
に
生
か
せ
る
手
話
の
基
礎
知
識

講
師　
小お

野の

寺で
ら

勝か
つ

紀ひ
ろ

さ
ん

払
２５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
①
～
③
共
通
―�

�

仏
１０
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

八
條
公
民
館
講
座

①
わ
く
わ
く
科
学
工
作
教
室

腹
１０
月
３１
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
以
上

淵
洗
濯
の
り
を
使
っ
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作

り
や
割
れ
に
く
い
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
実
験

弗
雑
巾
、
タ
オ
ル

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
３００
円
（
材
料
費
）

②
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
学
ぶ
！
楽

し
い
整
理
収
納
講
座

腹
１１
月
２１
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
條
公
民
館
大
ホ
ー
ル

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
主
に
本
棚
の
整
理
に
関
す
る
具
体
的
な

方
法
を
学
ぶ

講
師　
浅あ

さ

野の

博ひ
ろ

美み

さ
ん
（
整
理
収
納
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
１
級
）

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

③
大
人
の
塗
り
絵
教
室

腹
１１
月
２８
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
塗
り
絵
の
技
法
を
学
ぶ

講
師　
須す

貝が
い

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
サ
ク
ラ
ク
レ

パ
ス
認
定
大
人
の
塗
り
絵
講
師
）

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
①
～
③
共
通
―�

�
仏
①
は
１０
月
１６
日
か
ら
②
は
１０
月
２２
日
か

ら
③
は
１０
月
２８
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電

話
で
八
條
公
民
館
（
☎
９９４
・
３
２
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

い
き
い
き
子
育
て
講
座
「
と
も

に
親
育
ち
～
子
ど
も
と
と
も
に

・
父
母
と
も
に
・
地
域
で
と
も

に
育
ち
合
う
～
」

腹
１１
月
２８
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
主
に
乳
幼
児

期
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
親
）

淵
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
合
わ
せ
た
関
わ

り
や
遊
び
方
、
子
育
て
を
と
も
に
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
話

講
師　
沢さ

わ

崎ざ
き

真ま

史ふ
み

さ
ん
（
聖
徳
大
学
通
信

教
育
部
児
童
学
部
児
童
学
科
長
）

払
５０
人
（
申
込
順
）

※
保
育
要
相
談

沸
無
料

仏
１０
月
１４
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
電
子
申

請
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
９９５・３
３
８
１
）へ

マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

「
感
情
的
に
な
ら
な
い
子
育

て
～
子
ど
も
を
育
む
関
わ
り

方
～
」

腹
１１
月
１３
日
㈮　
午
前
１０
時
～
正
午

複
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

覆
市
内
在
住
の
乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
親

淵
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
せ
ず
に
子
ど
も

を
育
む
方
法
に
つ
い
て
の
講
話

講
師　
高こ

う

祖そ

常と
き

子こ

さ
ん
（
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

払
４０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

※
保
育
要
相
談

仏
１０
月
１４
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
電
子
申

請
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
９９５・３
３
８
１
）
へ

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

①
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
使
え
る
小
物

づ
く
り
②
お
も
ち
ゃ
の
病
院

腹
１０
月
１７
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
同
伴
の
幼
児
①

は
小
学
生
低
学
年
以
下

淵
①
わ
く
わ
く
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ

ズ
を
作
る
②
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
直
す

払
①
１０
人
（
申
込
順
）

沸
①
は
無
料
②
は
必
要
に
応
じ
て
部
品
代

あ
り

仏
①
は
１０
月
１１
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電

話
で
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０

０
０
）
へ

※
②
は
事
前
申
し
込
み
不
要

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
た
交
通
安
全
教
室

腹
１０
月
１９
日
㈪
～
２３
日
㈮　
午
前
９
時
～

午
後
４
時

※
１９
日
は
午
前
１１
時
か
ら
、
２３
日
は
午
後

３
時
ま
で

複
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

淵
固
定
さ
れ
た
自
転
車
で
仮
想
の
コ
ー
ス

を
走
行
し
、
運
転
者
の
交
通
安
全
に
関
す

る
理
解
度
を
採
点
す
る

沸
無
料

※
自
転
車
保
険
に
加
入
で
き
る
窓
口
も
設

置
（
受
付
＝
正
午
～
午
後
４
時
※
２３
日
の

み
午
後
３
時
ま
で
）

物
交
通
防
犯
課
☎
焚
２
８
８

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

腹
１１
月
１０
日
㈫　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

※
午
後
８
時
か
ら
８
時
３０
分
ま
で
人
権
講

座
を
行
い
ま
す
。

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
講
演
「
今
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
！
社

会
保
険
の
基
礎
知
識
」

講
師　
若わ

か

杉す
ぎ

由ゆ

加か

里り

さ
ん
（
特
定
社
会
保

険
労
務
士
）

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
窓
口
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
商
工

観
光
課
（
☎
焚
２
７
４
）
へ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会
「
グ
ー

グ
ー
だ
っ
て
猫
で
あ
る
」

腹
１１
月
７
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

淵
字
幕
や
音
声
ガ
イ
ド
付
き
の
映
画
を
上

映払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

※
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
席
の
確
保
が
必

要
な
方
は
、
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
予

約
受
付
は
１０
月
２４
日
午
前
９
時
か
ら
、
窓

口
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
八
條
図
書

館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
、
鯖
９９９
・
３
２
３

２
）
へ

い
き
い
き
健
康
音
読
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
教
室

腹
１０
月
２３
日
・
３０
日
（
各
金
曜
日
）　

午

後
２
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
い
き
い
き
健
康
音
読
教
室
を
過
去
に
受

講
し
た
方

淵
認
知
症
予
防
と
口こ

う

腔く
う

機
能
向
上
の
た
め

の
実
践
講
座

講
師　
平ひ

ら

尾お

麻ま

衣い

子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

声
と
こ
と
ば
の
力
）

弗
筆
記
用
具
、
飲
み
物

払
１０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ

腹
１１
月
１５
日
㈰　
▼
幼
児
向
け
＝
午
前
１０

時
３０
分
～
１１
時
▼
小
学
生
～
大
人
向
け
＝

午
前
１１
時
３０
分
～
正
午

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑴

覆
幼
児
以
上

淵
聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
さ
ん
に
よ
る
、

歌
や
音
楽
を
交
え
た
、
参
加
型
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

払
各
回
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
２２
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
）
へ

や
わ
た
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り

を
作
ろ
う
」

腹
１０
月
２４
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

複
八
幡
公
民
館
研
修
室

覆
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）

淵
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
本
の
読
み
聞
か

せ
と
、
壁
飾
り
な
ど
の
作
製

払
６
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５
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おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集

市税等の適正な債権管理に取り組んでいます市税等の適正な債権管理に取り組んでいます

　市では、公平な徴収のため、滞納者に対する一斉催告
や滞納処分（差押え）に取り組んでいます。現在、未納
のある方は早急に納付いただくとともに、これから納期
限が到来する税金の納期内納付にご協力ください。
　なお、新型コロナウイルスの影響により収入に相当の
減少があり、納付困難な方は徴収猶予の特例制度が適用
される場合がありますので、納税課へご相談ください。

物納税課☎奮３３０

【令和元年度実績】
収入済額（本税） 収入済額（延滞金）

市税 １７３億７,００９万７千円 ３,２２３万２千円
国民健康保険税 ２１億７,７０４万６千円 ４,３３７万７千円

合計 １９５億４,７１４万３千円 ７,５６０万９千円

差押件数 換価・公売額（本税） 換価・公売額（延滞金）
１,２９５件 １億３,０５５万２千円 １,９１５万１千円

市ホームページまたは
左の2次元コードから
アクセス

物秘書広報課☎焚４２３
シティセールスＰＲ動画配信中

動画の視聴方法

物秘書広報課☎焚４２３

空メール画面
になるので何
か一文字入れ
て送信してく
ださい。

やしお840メール配信中

Facebook、Twitter
でも同時配信中

2次元コード

　１１月２日は、市県民税第３期、国
民健康保険税・介護保険料の第５
期、後期高齢者医療保険料第４期
の納期限です。安全・確実・便利な
口座振替で納付をお願いします。

　１１月号から、広報やしおが
生まれ変わります。
　なお、広報やしお創刊８４０
号を記念して、１１月号は全ペ
ージフルカラーで発行します。

●縦書き中心の右とじ
　→横書き左とじに変更
●大きく見やすい字に変更

広報広報やしおやしお
リニューアルリニューアル
物秘書広報課☎奮423

主なリニューアル項目

歴
史
講
座
「
絵
図
で
た
ど
る

八
條
の
社
寺
～
八
條
の
史
跡

め
ぐ
り
～
」

腹
１１
月
３
日
㈷　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

複
八
潮
団
地
バ
ス
停
集
合
、
八
條
八
幡
神

社
解
散

淵
江
戸
時
代
の
絵
図
を
も
と
に
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
社
寺
を
当
時
の
道
を
た
ど
り
な

が
ら
巡
る（
徒
歩
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
）

弗
飲
み
物
、
歩
き
や
す
い
服
装

払
１５
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
１４
日
か
ら
１１
月
２
日
ま
で
に
、
窓

口
ま
た
は
電
話
で
資
料
館
（
☎
９９７
・
６
６

６
６
）
へ

家
族
介
護
教
室

腹
①
１０
月
２４
日
㈯
②
１１
月
２１
日
㈯　
午
前

１０
時
～
１１
時

複
①
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ
②
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
で
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
つ

い
て
学
び
た
い
方
、
在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方

淵
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
に
利
用
で

き
る
制
度
や
介
護
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ

払
各
１０
人
程
度
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
①
は
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
埼

玉
回
生
病
院
（
☎
９９９
・
７
７
１
７
）
②
は

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
し
お
寿

苑
（
☎
９３０
・
５
１
２
３
）
へ

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
９
１

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会

腹
①
１０
月
２７
日
㈫　
午
後
２
時
～
４
時
②

１１
月
６
日
㈮　
午
前
１０
時
～
正
午

※
１
・
２
月
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報

や
し
お
１２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

複
①
ゆ
ま
に
て
②
保
健
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

淵
健
康
状
態
の
確
認
、
筋
肉
量
な
ど
の
測

定
お
よ
び
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
講

座弗
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

装
（
素
足
で
測
定
す
る
項
目
が
あ
る
た
め
、

裾
を
膝
下
ま
で
あ
げ
ら
れ
る
ズ
ボ
ン
な
ど

を
着
用
）

払
各
２０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１０
月
１５
日
か
ら
、
電
話
で
①
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
し
お
苑
（
☎
９９８

・
８
８
９
５
）
②
は
西
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
八
潮
（
☎
９９４
・

５
５
６
２
）
へ

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
９

募
集

令
和
３
年
度
版
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る

広
告

淵
５
万
２
０
０
０
部
発
行
し
、
全
戸
配
布

の
ほ
か
転
入
者
へ
配
布

規
格
　
縦
２
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横

１１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

掲
載
期
間　
令
和
３
年
４
月
か
ら
１
年
間

払
６
区
画

沸
１
区
画
５
万
円

※
掲
載
に
関
す
る
条
件
あ
り

仏
１０
月
３０
日
ま
で
に
、
申
込
書
（
環
境
リ

サ
イ
ク
ル
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
に
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）
を
添
え

て
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
（
☎
焚
２
３
５
）

へ会
計
年
度
任
用
職
員

任
期　
１１
月
中
旬
～
令
和
３
年
３
月
末
日

（
週
３
日　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

３０
分
）

複
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

覆
３０
～
６０
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
で
運
転
免

許
中
型
以
上
を
お
持
ち
の
方

淵
粗
大
ご
み
の
回
収
業
務
な
ど

払
１
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

賃
金
　
八
潮
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

仏
１０
月
２３
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
〒
３４０
―
０
８
０
１
八

條
２
３
６
５
―
１
、
☎
９９７
・
６
６
９
６
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

小
規
模
特
認
校
八
條
北
小
学
校

の
入
学
・
転
入
・
編
入
児
童

　
令
和
３
年
度
か
ら
八
條
北
小
学
校
で
小

規
模
特
認
校
制
度
を
実
施
し
、「
外
国
語

教
育
の
充
実
」「
小
中
一
貫
教
育
・
交
流

学
習
の
充
実
」「
体
験
学
習
の
充
実
」
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
本
制
度
の
導
入
に
あ

た
り
、
入
学
・
転
入
・
編
入
児
童
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
入
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

仏
１２
月
４
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
小
規
模

特
認
校
入
学
等
申
請
書
（
学
務
課
窓
口
、

八
條
北
小
学
校
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
）
を
学
務
課
窓
口
（
☎
焚
３
５
２
）
へ

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

覆
６０
歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は
夫
婦
（
内

縁
を
含
む
）
の
ど
ち
ら
か
が
６０
歳
以
上
の

世
帯

募
集
住
宅
　
安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬

９３２
―
６
）、
鉄
骨
３
階
建
て
３
階

間
取
り
　
ワ
ン
ル
ー
ム
（
２７
平
方
メ
ー
ト

ル
）

※
冷
暖
房
完
備
、
広
い
談
話
室
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

払
１
戸
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
月
額
６
万
５
０
０
０
円
（
ほ
か
に
共
益

費
な
ど
１
万
円
）

※
所
得
に
応
じ
減
額
（
上
限
３
万
円
）
あ

り仏
１０
月
２３
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書

（
㈱
小
山
不
動
産
で
入
手
）
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
㈱
小
山

不
動
産
（
〒
３４０
―
０
０
５
３
草
加
市
旭
町

３
―
５
―
３
※
水
曜
日
、
第
１
・
３
火
曜

日
を
除
く
）
へ

※
な
お
、
募
集
定
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、

引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

物
市
営
住
宅
課
☎
焚
３
２
６

県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保

己
一
学
園
（
盲
学
校
）
高

等
部
専
攻
科
入
学
希
望
者

　
同
校
高
等
部
専
攻
科
（
３
年
課
程
）
で

は
、
視
覚
障
が
い
（
全
盲
ま
た
は
弱
視
）

の
１０
代
か
ら
６０
代
の
方
が
、
あ
ん
摩
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、
は
り
、
き
ゅ
う
の
技

能
を
修
得
し
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
は
国

家
資
格
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
免
許
取

得
後
は
病
院
や
介
護
施
設
な
ど
へ
の
就
職
、

治
療
院
開
業
、
進
学
な
ど
へ
の
道
が
開
け

ま
す
。

覆
県
内
在
住
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方▼
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

未
満
の
方
、
ま
た
は
矯
正
視
力
が
０
・
３

以
上
の
方
で
、
盲
学
校
の
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
方

（
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
未
取
得
の

方
も
含
み
ま
す
）
▼
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
方
、
も
し
く
は
、
令
和
３
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
方
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方選
考
日
　
第
１
次
募
集
＝
１１
月
２７
日
㈮
、

第
２
次
募
集
＝
令
和
３
年
２
月
１２
日
㈮

※
第
１
次
募
集
で
募
集
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
第
２
次
募
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

物
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

（
盲
学
校
）
☎
０４９
・
２３１
・
２
１
２
１

　１２月初旬、市内在住の対象者に案
内通知を郵送します。
※今後の新型コロナウイルス感染症
の状況によっては、内容の変更また
は中止となる場合があります。
腹令和３年１月１１日㈷
▼第１部（主に大原中学校区の方）
＝午後０時３０分～０時４５分（受付＝正
午～）
▼第２部（主に八條・八幡中学校区
の方）＝午後２時～２時１５分（受付＝
午後１時３０分～）
▼第３部（主に八潮・潮止中学校区
の方）＝午後３時３０分～３時４５分（受
付＝午後３時～）
※いずれの部でも参加できますが、
複数回の参加はできません（１人１回

のみ）。また、市内の中学校を卒業
した方は、可能な限り該当する中学
校区の部にご参加ください。
複八潮メセナ
覆平成１２年４月２日～平成１３年４月１日
生まれの方
淵式典（３部ともに同内容）
※市外に転出している方も参加でき
ますので、電話または電子メールで
社会教育課へご
連絡ください。
物社会教育課☎
焚３６５、メールア
ドレスshakaikyo 
iku@city.yashio.
lg.jp

令和 ３年八潮市成人式令和 ３年八潮市成人式
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おしらせＨＯＴコーナーおしらせＨＯＴコーナー

法律相談などで多い事例とそのアドバイス
法律相談コラム

特定健診を受けましょう特定健診を受けましょう

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
月つ

き

を
見み

上あ

げ
る
」

あ
さ
の
あ
つ
こ　
著

「
僕ぼ

く

の
神か

み

さ
ま
」

芦あ
し

沢ざ
わ

央よ
う　
著

「
ア
ン
ダ
ー
ド
ッ
グ
ス
」

長な
が

浦う
ら

京き
ょ
う　
著

「
夢む

魔ま

の
牢ろ

う

獄ご
く

」

西に
し

澤ざ
わ

保や
す

彦ひ
こ　
著

「
口こ

う

福ふ
く

の
レ
シ
ピ
」

原は
ら

田だ

ひ
香か　
著

「
ぴ
り
り
と
可か

楽ら
く

！
」

吉よ
し

森も
り

大だ
い

祐す
け　
著

■
児
童
書

「
ス
マ
ホ
と
ゲ
ー
ム
障し

ょ
う

害が
い

」
内う

海つ
み

裕ひ
ろ

実み　
監
修

「
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
、ひ
と
月つ

き

貸か

し
ま
す
！
」

木き

内う
ち

南な

緒お　
作　
丸ま

る

山や
ま

ゆ
き　
絵

「
だ
い
ぶ
つ
さ
ま
お
ま
つ
り
で
す
よ
」

中な
か

川が
わ

学が
く　
え　
苅か

ん

田だ

澄す
み

子こ　
ぶ
ん

「
ひ
ょ
う
た
ん
と
か
え
る
」

西さ
い

條じ
ょ
う

八や

十そ　
作　
殿と

の

内う
ち

真ま

帆ほ　
絵

「
い
ろ
り
か
ら
で
て
き
た
く
ろ
い
て
」

西に
し

本も
と

鶏け
い

介す
け　
文　
星ほ

し

野の

イ
ク
ミ　
絵

■
１１
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
１
日
㈰
・
２３
日
㈷　
午
前

１１
時
～
▼
一
般
向
け
＝
８
日
㈰
・
２９
日
㈰　

午
後
２
時
～

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
８
日
㈰
・
２２
日
㈰　
午
後

２
時
～

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
１１
月
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館
　

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
１６
日
㈪
・
２４
日
㈫
・

３０
日
㈪　

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口
　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
３
日
㈷
・
２３
日
㈷

事例

　私の夫が、多額の借金を負って亡くなりました。夫にはこれとい
った財産はありません。夫には、私と２人の子ども、両親、兄弟が
親族としています。親族が夫の借金を引き継がないために、今後ど
のようにすればよいのでしょうか。

問題点と解決策

　本事例の場合、相続放棄の手続きを取ることが考えられます。相
続放棄とは、亡くなった人（被相続人）の預貯金や不動産などのプ
ラスの遺産のみならず、借金などのマイナスも含めた全ての遺産を
相続しないこととするものです。相続放棄は、相続放棄申述書とい
う書面を作成して、自分が相続人になったことを知ってから３カ月
以内に被相続人の最後の住所地を管轄する家庭裁判所に提出して行
います。この期間を経過した場合、一部の例外的な場合を除き、相
続放棄ができなくなりますのでご注意ください。
　そして、本事例のように複数の相続人候補がいる場合、親族全員
が相続放棄して債務を免れるためには、何度かに分けて相続放棄の
申述を行う必要があります。被相続人の妻（配偶者）は、常に相続
人です。被相続人に子がいる場合、子が第一順位の相続人です。そ
こで本事例のように被相続人に妻子がある場合、妻と子が最初に相
続放棄をします。そうすると次順位の相続人の放棄へと進みます。
なお、子が複数いる場合、子の一人が相続放棄をしなかったとする
とその子がすべて相続し、次順位の相続人は相続人にはなりません
ので、相続放棄の必要はありません。一方、仮に妻が相続放棄しな
かったとしても、全ての子が相続放棄していれば、相続権は次順位
の相続人へ移ります。
　次に、被相続人の両親（直系尊属）が第二順位の相続人ですので、
本事例のように被相続人の両親がいる場合には、被相続人の両親が
相続放棄をします。そして、被相続人の兄弟姉妹が第三順位の相続
人ですので、本事例のように被相続人の兄弟がいる場合には、被相
続人の兄弟が相続放棄をすることになります。
物埼玉弁護士会越谷支部☎９６２－１１８８　中村毅人（弁護士）

相続放棄の順番

受診の際に必要なもの
・国民健康保険証
・受診券
・問診票
・自己負担金（５００円）

物国保年金課☎焚２１４

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

里
親
と
は

　
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
ま
た
は
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
で
す
。

里
親
の
種
類

・
養
育
里
親
…
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
を
一
定
期
間
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ

て
養
育
す
る
方

・
専
門
里
親
…
養
育
里
親
の
う
ち
、
虐
待

や
非
行
、
障
が
い
な
ど
に
よ
り
専
門
的
な

援
助
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る

方・
養
子
縁
組
を
希
望
す
る
里
親
…
養
子
縁

組
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
養
親
に
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
方

・
親
族
里
親
…
実
親
が
死
亡
、
行
方
不
明

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
祖
父

母
な
ど
の
親
族

里
親
に
な
る
に
は

　
里
親
に
な
る
た
め
に
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く
は
児
童
相

談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

里
親
登
録
ま
で
の
流
れ

▼
児
童
相
談
所
へ
相
談

　
ご
家
族
同
意
の
う
え
、
申
し
込
み

↓

▼
児
童
相
談
所
に
よ
る
家
庭
訪
問
調
査

　
制
度
に
関
す
る
研
修
の
受
講

↓

▼
県
児
童
福
祉
審
議
会
で
審
議

↓

▼
認
定
・
里
親
名
簿
に
登
録

　
里
親
に
は
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

期
間
中
、
養
育
費
と
し
て
、
里
親
手
当
、

生
活
費
、
学
校
教
材
費
、
医
療
費
な
ど
が
、

公
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
（
養
子
縁
組
を
し

た
養
親
に
は
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
多
く
の
方
に
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
里
親
制
度
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
子
育
て
支
援
課
☎
焚
８
４
１
、
草
加
児

童
相
談
所
☎
９２０
・
４
１
５
２

　医療機関によっては、期間中でも今年度の受付が終了してしまう場
合がありますので、事前に確認し、余裕を持って受診しましょう。

特定健診は11月30日（月）までです！

物草加八潮消防局予防課☎996-0660
秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

　１１月９日㈪から１５日㈰までの７日間、秋季全国火災予防運動が実施さ
れます。

その火事を　防ぐあなたに　金メダル

〔重点目標〕
⑴　住宅防火対策の推進（住宅用火災警報器の設置および維持管理）
⑵　放火火災防止対策の推進
⑶　特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底
⑷　製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進

　令和２年の八潮市の火災発生件数は、９月末日現在で１６件で、火災に
よる負傷者は２人、死者はいませんでした。
　住宅火災による死傷者を出さないため、住宅用火災警報器を設置し
ましょう。
　また、定期的に住宅用火災警報器の点検を行い、作動状況を確認し
てください。

全国統一
防火標語

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣　�
　○寝たばこは、絶対しない
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
４つの対策　�
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
　○�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
使用する

　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
　○�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制
をつくる

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
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•
•
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11月子育て情報コーナー

月の11

①
パ
パ
・
マ
マ
学
級
（
予
約
制
）

腹
11
月
１
日
㈰　
午
後
１
時
～
４
時

覆
妊
娠
５
～
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫

②
乳
幼
児
相
談
（
当
日
受
付
）

腹
11
月
５
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
1０
時

３０
分

覆
満
２
カ
月
～
未
就
学
児

③
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
（
予
約
制
）

腹
11
月
５
日
㈭　
午
前
９
時
３０
分
～
11
時

（
１
人
４５
分
）

覆
乳
幼
児
の
保
護
者
、
妊
婦

淵
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
上
の
悩
み
、

不
安
な
ど
の
相
談

払
２
人

④
プ
レ
マ
マ
サ
ロ
ン
（
予
約
制
）

腹
11
月
1５
日
㈰　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

覆
妊
婦

⑤
す
こ
や
か
相
談
（
予
約
制
）

腹
11
月
1９
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

覆
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
や
こ
と
ば
の

遅
れ
、
夜
尿
症
、
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

の
心
配
が
あ
る
方

⑥
離
乳
食
（
初
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
11
月
２５
日
㈬　
午
前
1０
時
３０
分
～
正
午

覆
５
～
６
カ
月
児

⑦
離
乳
食
（
後
期
）
教
室
（
予
約
制
）

腹
11
月
２６
日
㈭　
午
前
1０
時
３０
分
～
正
午

覆
1０
～
11
カ
月
児

―
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�
―
①
③
〜
⑦
共
通
―�

�
仏
①
④
⑥
⑦
は
電
話
ま
た
は
電
子
申
請
、

③
⑤
は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

●
救
急
電
話
相
談
（
２４
時
間
３６５
日
）

☎
♯
７
１
１
９
ま
た
は
☎
０４８
・
８２４

・
４
１
９
９

淵
急
な
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
受
診
の

必
要
性
な
ど
看
護
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

〈
利
用
方
法
〉
自
動
音
声
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
従
っ
て
、
相
談
内
容
（
番
号
）
を
選
択

1
＝
「
子
ど
も
の
救
急
電
話
相
談
」（
中

学
生
ま
で
）

※
つ
な
が
ら
な
い
と
き
は
＃
８
０
０
０
も

し
く
は
☎
０４８・８３３・７
９
１
１　

2
＝
「
大
人
の
救
急
電
話
相
談
」　

3
＝
医
療
機
関
案
内
（
子
ど
も
・
大
人
に

対
応
）

※
歯
科
、
口
腔
外
科
、
精
神
科
の
案
内
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

●
埼
玉
県
Ａ
Ｉ
救
急
相
談
（https://

www.pref.saitama.lg.jp/a0703/
aikyukyu.html

）

淵
利
用
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
入
力
し
た
内
容
を
も
と
に
し
た
、

可
能
性
の
あ
る
症
状
や
家
庭
で
の
対
処
法

に
つ
い
て
の
案
内

●
八
潮
市
立
休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児

科
）
☎
９９５
・
３
３
８
３

腹
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
1０
時
～
正
午
、

午
後
２
時
～
４
時

複
保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
園
側
）

※
要
事
前
連
絡
、
マ
ス
ク
着
用
。

●
草
加
市
子
ど
も
急
病
夜
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
９５４
・
６
４
０
１

腹
月
～
金
曜
日　
午
後
７
時
３０
分
～
1０
時

３０
分　
土
・
日
曜
日
、
祝
日　
午
後
６
時

３０
分
～
1０
時
３０
分

複
草
加
市
立
病
院
内

覆
０
～
1５
歳
の
患
者
で
内
科
系
の
症
状

（
発
熱
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
）

●
（
公
財
）
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー　

大
阪
中
毒
１１０
番
（
２４
時
間
）

☎
０７２
・
７２７
・
２
４
９
９

淵
毒
物
（
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
）
を
誤
っ

て
飲
ん
だ
と
き
の
応
急
手
当
の
仕
方

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
申

995
・３
３
８
１

☎☎

　

各
種
検
診
や
相
談
な
ど
に
お
越
し

に
な
る
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
胃
・
肺

・
乳
が
ん
検
診
な
ど
は
受
付
人
数
を

例
年
よ
り
減
ら
し
、
受
付
時
間
を
細

分
化
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
検
診
受
診
率
５０
パ
ー
セ
ン
ト
達
成

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　
が
ん
に
か
か
る
人
は
、
男
性
・
女
性
共

に
２
人
に
１
人
�＊
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
１
年
に
１
度
受
診
し
、
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＊
出
典
：
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん

情
報
サ
ー
ビ
ス
（
２
０
１
７
年
デ
ー
タ
）

●
訪
問
歯
科
診
療

　
身
体
が
不
自
由
で
歯
科
受
診
が
困
難
な

方
に
、
訪
問
に
よ
る
治
療
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

覆
寝
た
き
り
状
態
な
ど
に
よ
り
歯
科
医
院

へ
の
通
院
が
困
難
な
方

淵
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
治
療
、
口
腔
衛

生
指
導
な
ど
、
歯
科
医
師
が
自
宅
へ
訪
問

沸
各
種
保
険
に
基
づ
く
一
部
負
担
金

各
種
検
診
・

教
室
な
ど
の

お
知
ら
せ

①
乳
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

腹
11
月
２４
日
㈫　
⑴
午
後
１
時
～
１
時
３０

分
⑵
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
⑶
午
後
２
時

～
２
時
３０
分
⑷
午
後
２
時
３０
分
～
３
時
⑸

午
後
３
時
～
３
時
３０
分

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
（
令
和
元

年
度
に
受
診
し
た
方
を
除
く
）

淵
視
触
診
お
よ
び
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

（
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す
）

※
希
望
者
は
、
同
日
に
「
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

弗
バ
ス
タ
オ
ル
、
保
険
証

払
各
回
1０
人
（
申
込
順
）

沸
１
７
４
０
円

※
「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」
受
診
希
望
者

は
別
途
２００
円

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

腹
11
月
1２
日
㈭　
⑴
午
前
1０
時
～
1０
時
1０

分
⑵
午
前
1０
時
1０
分
～
1０
時
２０
分
⑶
午
前

1０
時
２０
分
～
1０
時
３０
分

結
果
説
明
会　
1２
月
２1
日
㈪　
午
前
1０
時

～
11
時
３０
分
（
初
回
の
受
診
者
の
み
）

覆
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
女
性

淵
問
診
、
骨
密
度
測
定

弗
保
険
証

払
⑴
⑵
２０
人
⑶
1０
人
（
申
込
順
）

沸
２００
円

③
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
健
康
診
査

腹
11
月
1２
日
㈭　
⑴
午
前
９
時
～
９
時
２０

分
⑵
午
前
９
時
２５
分
～
９
時
４０
分

結
果
説
明
会　
1２
月
1８
日
㈮　
午
前
９
時

～
９
時
４５
分

覆
市
内
在
住
の
２０
～
３９
歳
の
方

淵
問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、血
液
検
査
（
貧
血
検
査
含
む
）、診
察
、

骨
密
度
測
定
（
女
性
の
み
）

払
各
回
３０
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円

④
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）・
肺
が
ん

検
診

腹
1２
月
1３
日
㈰　
⑴
午
前
８
時
３０
分
～
９

時
⑵
午
前
９
時
～
９
時
３０
分
⑶
午
前
1０
時

～
1０
時
３０
分
⑷
午
前
1０
時
３０
分
～
11
時

覆
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
（
昨
年
度

内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
方
を
除
く
）

淵
問
診
、胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
（
バ
リ
ウ
ム
）

検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
必
要
に

応
じ
て
喀か

く

た
ん
細
胞
診
検
査
）

払
各
回
1０
人
（
申
込
順
）

沸
胃
が
ん
１
２
０
０
円
、肺
が
ん（
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
３００
円
、喀
た
ん
検
査
６００
円
）

※
５０
歳
以
上
の
方
の
胃
が
ん
検
診
は
、
内

視
鏡
検
査
と
バ
リ
ウ
ム
検
査
の
選
択
が
で

き
ま
す
。

―
①
〜
④
共
通
―�

�

複
保
健
セ
ン
タ
ー�

�

沸
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
補

助
金
申
請
書
兼
同
意
書
提
出
※
喀
た
ん
検

査
を
除
く
）、
生
活
保
護
受
給
世
帯
（
受

給
証
提
示
）、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
世

帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書
提
示
）、
７０
歳

以
上
の
方
（
保
険
証
の
提
示
）、
６５
歳
以

上
６９
歳
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
（
保
険
証
の
提
示
）
の
方
は
無
料�

�

仏
電
話
、
電
子
申
請
ま
た
は
専
用
の
申
し

込
み
は
が
き
（
保
健
セ
ン
タ
ー
発
行
の
健

康
だ
よ
り
参
照
）
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ��

※
検
診
の
受
診
回
数
は
、
年
度
内
１
回

子育てひろば だいばら児童館（わんぱる）☎９９９－０３２１

やしお子育てほっとステーション��☎９５１－０２８５
●ホームスタート
腹月～金曜日（年末年始を除く）　
午前1０時～午後４時
覆市内在住の就学前のお子さん
のいる子育て親子
淵子育ての不安や悩みを聞く、
一緒に食事を作るなど
※ベビーシッターや家事代行は
しません。
沸無料
●ファミリー・サポート・セン
ター
腹月～土曜日（祝日、年末年始
を除く）　午前９時３０分～午後４
時３０分
覆生後おおむね６カ月～小学生
までのお子さんがいる方
淵保育施設までの送迎、外出時
のお子さんの保育など

◆入会説明会
腹1０日㈫　午後1時～２時
覆お子さんがいて援助を希望す
る方、援助ができる方
淵援助活動の仕組みの説明
◆提供会員講習会
腹1０日㈫　午後２時～４時
覆援助ができる方
淵お子さんを預かるための心構
えなどの説明
―共通―� �
仏窓口または電話でやしお子育
てほっとステーションへ
●駅前子どもの相談窓口（保育
士相談）
腹1２日㈭　午前1０時～11時３０分
覆おおむね３歳未満の児童と保
護者
淵お子さんに関する相談および
関係機関の紹介

時間　午前９時～午後５時
休館日…水曜日
▼毎週月・火・金曜日　午前11
時３０分～＝ちゅうりっぷリズ
ム　淵体操、ふれあい遊びな
ど

▼毎週木曜日　午前1０時～正午
＝ボールプール

▼毎週土・日曜日、祝日　午前
中＝電車で遊ぼう

（小学生向けイベント）
▼毎日午後４時～＝チャレンジ
ランキング「ジグザグドリブ
ル」

▼毎週土曜日　午後２時３０分～
＝なかよしひろば
　 ７ 日　キッカーボード
　1４日　ビンゴゴルフ
　２1日　バスケットピンポン
　２８日　ターゲット

掲載したイベントは、中止・変更になる場
合があります。詳しくは、各ひろば・だい
ばら児童館にお問い合わせください。

名称 場所 日時
主な事業

身体測定 講習など（１） 講習など（２）
①やわた
子育てひろば
☎９９８－７４２１

保健センター
月～木

午前１０時～
午後３時

１９日㈭
午前１０時～
１１時３０分

１８日㈬
午前１１時３０分～正午

２４日㈫
午前１１時～１１時４０分

ボランティアお話し会 保健センター講習
②はちじょう
子育てひろば
☎９４９－６８８７

八條公民館
火～金

午前１０時～
午後３時

６日㈮
午前１０時～
１１時３０分

１０日㈫
午前１０時～正午

２７日㈮
午前１０時～１１時

子どもの発達相談 タッチケア
③ゆまにて
子育てひろば
☎０７０－３３５０
－１２９７

ゆまにて
火～金

午前１０時～
午後３時

１８日㈬
午前１０時～
１１時３０分

１１日㈬
午前１１時３０分～正午

２５日㈬
午前１１時～正午

ボランティアお話し会 親子リトミック

④楽習館
子育てひろば
☎９９５－３０３５

やしお
生涯楽習館

月・水・木・金
午前１０時～
午後３時

２日㈪
午前１０時～
１１時３０分

１１日㈬
午前１１時～正午

１９日㈭
午前１１時～正午

栄養相談 秋あそび
⑤だいばら
子育てひろば
☎９９６－３８３９

だいばら
児童館

月・火・木・金
午前１０時～
午後３時

５日㈭
午前１０時～
１１時３０分

１７日㈫
午前１０時～正午

１９日㈭
午前１１時～１１時３０分

子どもの発達相談 秋ぽっぽあそび
⑥駅前

子育てひろば
☎９５１－０２８５

やしお子育て
ほっと

ステーション

毎日
午前１０時～
午後４時

１９日㈭
午前１０時～
１１時３０分

６日㈮
午前１１時～１１時３０分

２０日㈮
午前１０時１５分～１１時１５分

ゴスペルコンサート タッチケア

⑦おおぜのもり
子育てひろば
☎９５１－３２１６

みつもり
保育園
＊

月～金
午前１０時３０分
～午後３時３０分

３０日㈪
午前１１時～
正午

１０日㈫
午前１１時～正午

２４日㈫
午前１０時３０分～
午後０時３０分

リトミック 子どもの発達相談
子育てひろばは、おおむね３歳未満の児童と保護者の『子育て親子』の交流の場です。
＊保育園とは入口が異なります。
※各ひろばへのご来場は公共交通機関をご利用ください。
※１１月の休館日：３日㈷・２３日㈷＝①～⑤⑦、４日㈬＝④、２４日㈫＝②
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英会話・ジュネック会員募集
腹毎週木曜日　午前９時４０分～１１時４０
分　複やしお生涯楽習館　淵英会話
（初級から）　沸月会費２，０００円　物ミ
ナミ☎０９０－８４３８－１２９７

各種無料相談について
・�来庁（館・所）による相談は、
中止や電話での相談になる場
合がありますので、事前に各
担当課へお問い合わせくださ
い。

・�相談にお越しになる際は、マ
スクの着用をお願いします。

・�体調不良や発熱などの症状が
確認された場合は、相談を見
合わせる場合があります。

伝言板伝言板 ８４０伝言板の掲載について
　こちらのコーナーは、市民の皆さ
んから寄せられたサークル・団体な
どの会員募集や、催しの案内を掲載
しています。
　掲載を希望する方は、広報やしお
８４０伝言板掲載依頼書（秘書広報課
または市ホームページで入手）を窓
口、郵送、ファクスまたは電子メール
で提出してください。
※営利または、宣伝・広告を目的とす
るもの、指導者などが生徒を募集す
るもの、求人に関するものなどは掲

載できません。
　また、掲載基準を満たしていても、
紙面の状況によっては掲載できない
場合がありますので、ご了承くださ
い。
　なお、掲載にあたっては事前に内
容の確認をお願いしています。名称
などに誤りがないか、必ず確認して
ください。連絡がとれないなど、確認
ができない場合は掲載できませんの
で、ご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月５日ま
で
� 物秘書広報課☎奮３７３

11月各種無料相談
☎996-2111
★①②⑥⑧⑪⑭⑰の予約は、電話で受け付けます。
★相談日が祝日の場合は、お休みです（⑱を除く）。

⑬ 内 職 相 談
内職の求人、求職のあっ
せん、および相談（内職相
談員が対応）

腹毎週火曜日
　午前１０時～正午
　午後１時～3時3０分
複市民相談室

物商工観光課　☎奮２７４

⑦ D V 相 談
ＤＶ被害（配偶者からの
暴力）について電話・面談
による相談（女性相談員
が対応）

腹毎週月・金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
※面談の場合は要予約
☎９９６－3９５５（ＤＶ相談支援室専用電話）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１ ⑭若年者就職相談
若年者（４０歳未満、学生・生徒
可）の就職、転職、職業能力な
どについての相談（キャリア
カウンセラーが対応）

腹１１月４日㈬・１８日㈬
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複勤労青少年ホームゆまにて
払５人（事前予約制）

物ゆまにて　☎９９６－０１２３

⑧ 女 性 相 談
女性が抱えるさまざまな
悩みについての相談（女性
相談員が対応）

腹毎週火～木曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複駅前出張所内相談室
払５人（事前予約制）

物人権・男女共同参画課� ☎奮８１１ ⑮ 教 育 相 談
児童・生徒の言動やいじ
め・不登校に関すること
など教育についての相談
（専任教育相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時3０分～正午
　午後１時～４時
複教育相談所（八條小学校西隣）

物教育相談所　☎９９５－００７７

⑯家庭児童相談
子どもの家庭での養育上
の心配や悩みごとについ
ての相談（家庭児童相談
員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
複家庭児童相談室

物子育て支援課　☎奮４７２⑨心配ごと相談
日常生活における心配ご
とや悩みごとについての
相談（心配ごと相談員が
対応）

腹１１月４日㈬・１８日㈬　午後１時～４時
複身体障害者福祉センターやすらぎ
　☎９９８－７６１６
　（心配ごと相談専用電話）

物社会福祉協議会�☎９９５－３６３６

⑩生活困窮者自立相談
経済的な問題などの心配
ごとについての相談（生
活困窮者自立相談支援員
が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前８時3０分～午後５時１５分
複社会福祉課　☎９４９－６3１７（生
活困窮者自立相談支援専用電話）

物社会福祉課　☎奮４９３ ⑰子育て相談
子育ての不安や悩みごと
についての相談（家庭教
育アドバイザーが対応）

腹１１月２６日㈭
　午前９時～正午
複だいばら児童館（わんぱる）
払3人（事前予約制）

物だいばら児童館�☎９９９－０３２１

⑪こころの健康相談
不眠・不安などによるここ
ろの病気やひきこもり、高
齢者の認知症などについ
ての相談（専門医が対応）

腹１１月９日㈪
　午後１時～２時3０分
複保健センター
払２人（事前予約制）

物保健センター�☎９９５－３３８１ ⑱子育てコーディネーター
就学前のお子さんの子育
て関連情報の提供や子育
ての不安・悩みごとを窓
口または電話で相談

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～午後４時
複やしお子育てほっとステーシ
ョン

物やしお子育てほっとステーション�☎９５１－０２２９

⑫消費生活相談
悪質商法などに関する問
題や借金問題など消費生
活全般についての相談
（消費生活相談員が対応）

腹毎週月～金曜日
　午前１０時～正午　午後１時～４時
複消費生活センター
　※受付は商工観光課

物商工観光課　☎奮３３６ ⑲休日・夜間納税相談
市税・国民健康保険税の
納付についての相談
※相談はなるべく電話で
お願いします

腹１１月１日㈰　午前９時～午後４時
　毎週木曜日　午後５時１５分～７時
複納税課

物納税課　☎奮３３０

① 法 律 相 談
法律上の諸問題について
の相談（弁護士が対応）
※２日前の水曜日午前９時
から電話予約

腹毎週金曜日
　午後１時２０分～４時
複市民相談室
払８人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

⑥司法書士相談
土地・建物の所有権移転登記、
相続などについての相談
※２週間前の木曜日午前９時
から電話予約

腹１１月１９日㈭
　午後１時～４時
複市民相談室
払６人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

②税理士相談
相続税など税金全般につ
いての相談
※２週間前の月曜日午前９
時から電話予約

腹１１月２日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室
払６人（事前予約制）

物秘書広報課　☎奮３７３

③不動産相談
マンションおよび不動産
取引全般についての相談
（宅地建物取引士が対応）

腹１１月９日㈪　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

④くらしの相談
日常生活の問題や国・県・
市の行政サービスについ
ての相談（行政相談委員
が対応）

腹１１月１１日㈬
　午後１時3０分～3時3０分
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

⑤行政書士相談
官公庁へ提出する書類・
申請書の作成、離婚・相続
などについての相談

腹１１月１６日㈪
　午後１時～４時
複市民相談室

物秘書広報課　☎奮３７３

くらしの
豆知識

【
事
例
１
】
久
し
ぶ
り
に
、
こ
こ
数
カ
月

分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
明
細
を
見
る

と
、
毎
月
２
千
円
の
引
き
落
と
し
が
さ
れ

て
い
た
。
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
月
額
料

だ
。
半
年
前
に
「
３１
日
間
視
聴
無
料
」
と

い
う
広
告
を
見
て
会
員
登
録
し
た
が
、
無

料
期
間
終
了
前
に
解
約
し
た
は
ず
だ
。

【
事
例
２
】
２
週
間
無
料
の
電
子
漫
画
サ

ー
ビ
ス
に
登
録
申
請
を
し
た
が
、
登
録
完

了
の
メ
ー
ル
が
届
か
な
か
っ
た
の
で
、
も

う
一
度
申
請
し
な
お
し
た
。後
日
、解
約
し

た
は
ず
な
の
に
何
カ
月
も
請
求
が
あ
り
、

調
べ
る
と
、
初
め
の
登
録
申
請
は
入
力
ミ

ス
の
た
め
完
了
メ
ー
ル
は
届
か
な
か
っ
た

が
登
録
は
で
き
て
い
た
。
解
約
で
き
て
い

た
の
は
、
２
回
目
の
申
請
分
だ
け
で
、
初

め
の
申
請
分
の
契
約
は
継
続
し
て
い
た
。

と
に
よ
り
、
契
約
期
間
中
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
る
も
の
を
い
い

ま
す
。
商
品
の
種
類
も
増
え
つ
つ
あ
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
が
、
契
約
や
解
約
に
つ
い
て

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
契
約
内
容
・
解
約
方
法
が
分
か
り
に
く

い
ほ
か
、
解
約
し
よ
う
に
も
事
業
者
と
連

絡
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
起

き
て
い
る
一
方
で
、
消
費
者
の
確
認
不
足

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
散
見
さ
れ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
契
約
の
内
容
、
解
約
方
法
、
連
絡
先
な

ど
を
契
約
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
入
力
は
慎
重
に
行
い
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
登
録
し
た
情
報
は

し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

③
ま
め
に
銀
行
口
座
の
履
歴
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
明
細
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
や
県
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

物
八
潮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
受
付
は

商
工
観
光
課
）
☎
焚
３
３
６
、
埼
玉
県
消

費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
川
口
☎
０４８
・
２６１
・

０
９
９
９

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
に
注
意

　
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
月
額
料
金
な
ど
の
定
額
を
支
払
う
こ

教
育　委

員
会

こ
ち
ら

　

市
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
、「
学
習

塾
と
の
連
携
事
業　

８
ゼ
ミ
」
と
し
て
、

市
内
小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
、
学
習
塾

の
講
師
に
よ
る
８
回
の
学
習
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
８
ゼ
ミ

　
今
年
度
も
、
小
学
校
５
年
生
を
対
象
と

し
た
８
ゼ
ミ
を
３
学
期
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。
昨
年
度
、
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、

「
前
よ
り
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
人
数
が
少
な
く
た
く
さ
ん
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

学
力
の
確
実
な
定
着
を
目
指
す

「
学
習
塾
と
の
連
携
事
業　
８
ゼ
ミ
」

ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
、「
家
で
学
習
す

る
習
慣
を
つ
け
る
の
に
と
て
も
良
い
」「
応

用
問
題
な
ど
学
校
と
は
違
う
問
題
が
解
け

る
こ
と
が
大
変
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
８
ゼ
ミ
ｆ
ｏ
ｒ
中
学
生

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を

受
け
、
学
校
が
約
３
カ
月
間
の
臨
時
休
業

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に
限
り
、

市
内
全
中
学
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
１０
月
か
ら
２
月
の
土
曜

日
に
、
３
年
生
は
１６
回
、
１
・
２
年
生
は

８
回
、
学
習
塾
の
講
師
に
よ
る
学
習
指
導

を
行
い
ま
す
。
英
語
と
数
学
の
教
科
を
学

び
、
３
年
生
は
入
試
対
策
も
行
い
ま
す
。

既
習
内
容
の
復
習
か
ら
応
用
問
題
ま
で
、

幅
広
く
問
題
を
解
く
こ
と
で
学
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

※
中
学
生
を
対
象
と
し
た
申
し
込
み
は
終

了
し
ま
し
た
。

物
指
導
課
☎
焚
３
５
８
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▪広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、11月10日（火）です。

この広報紙は、再生紙と植物
由来インクを使用しています。

〈広　告〉

小松菜　江戸時代から江戸川区の小松川付近を中心に栽培されたので、小松菜と呼ばれています。
昭和３０年代から栽培され、現在、やしおの主要野菜です。
トマト　ナス科の果菜類で原産地は南米アンデス山脈。日本へは江戸時代初期に入ってきたとされ
ていますが、食されたのは明治以降といわれています。

やしおやしお八八つのつの野菜de健康野菜de健康レシピレシピ

牛肉と野菜のラグー牛肉と野菜のラグーレシピ㊶

物保健センター☎９９５－３３８１

　やしおの八つの野菜（こまつな・枝豆・ねぎ・ほ
うれんそう・トマト・ナス・山東菜・天王寺かぶ）
を使用したレシピを毎月ご紹介しています。
　今月は、「牛肉と野菜のラグー」をご紹介します。

●作り方
①牛肉は細かく、粗みじんに切る。
②�にんじんは皮ごと７～８ミリメートルの角切り、玉
ねぎは１センチメートルの角切り、小松菜は根を
切り、１センチメートルの長さに切る。
③�オクラは塩少々でもみ洗いし、下ゆでしておく。
④�フライパンにオリーブ油を入れ、玉ねぎを炒める。
玉ねぎが透き通ってきたら、にんじん・牛肉・に
んにくを加え、炒める。
⑤�牛肉の色が変わったら、小松菜を加え炒め、Ａを
加え１５～２０分弱火で煮込む。最後にこしょうで味
をととのえる。
⑥�平らな皿にごはんを盛り、ラグーをかけ、サラダ菜
・オクラ・ミニトマトを添え、レーズンを散らす。

八潮市制施行５０周年記念八潮市制施行５０周年記念
キャキャッチフレーズを募集ッチフレーズを募集

応募資格　市内在住・在勤・在学の方
募集概要　キャッチフレーズは、これまでの八潮市

の歴史やこれからの八潮市の未来をイメ
ージし、１５文字以内で表現するものとし
ます。漢字、ひらがな、カタカナ、数字、
アルファベットの使用を可とします。

応募方法　応募用紙（市ホームページまたは市内公
共施設で入手）に必要事項を記入のうえ、
窓口、郵送または電子メールで企画経営
課へ。

� 　また、市ホームページ内
応募フォーム（右の２次元
コードからアクセス）から
も応募できます。

募集期間　１２月１８日㈮（消印有効）まで
審査結果　広報やしお令和３年４月号および市ホーム

ページで公表
表　　彰　採用者には、八潮市制施行５０周年記念式

典で表彰および記念品の授与を予定

●材料　4人分
牛肉（こま切れ）　　  　２００グラム
玉ねぎ（中）　　　　 　１個
にんじん　　　　　 　２分の１本
小松菜　　　　　　　１００グラム
にんにく（みじん切り）１片分
【Ａ】
　トマト水煮缶　　 　１缶
　トマトケチャップ　 大さじ１
　中濃ソース　　　  大さじ１
　赤ワイン　　　　  大さじ３
　コンソメ（固形）　  　１個
　水　　　　　　　   １００ミリリットル
オリーブ油　　　　  小さじ２
サラダ菜　　　　　  ４～６枚
オクラ　　　　　　　４本
ミニトマト　　　　　 ４個
レーズン　　　　　  １０グラム
こしょう　　　　　　 少々

い
き
い
き

い
き
い
き
や
し
お

や
し
お
写
真
館

写
真
館

フレイルサポーター養成講座

　9月１日㈫・４日㈮・１１日㈮の３日間、八潮メセナ・アネック
スで「フレイルサポーター養成講座」を開催し、２４人が参加
しました。
　初めは筋肉量などの測定練習に四苦八苦していましたが、
徐々に慣れ、楽しそうな笑顔が見られました。
　今回の講座で、県内初となるフレイルサポーター１２人、フ
レイルトレーナー候補6人、フレイルサブトレーナー6人を養
成しました。

魅力的な写真の撮り方

　9月２５日㈮、八幡公民館で八幡公民館講座「プロカメラマ
ンが教える魅力的な写真の撮り方」を開催し、２３人が参加し
ました。
　アングル・採光・レンズなどカメラの基礎を学習し、実際
に写真を撮りながら実技を学びました。
　参加者からは、「大きいカメラはずっと使っていませんで
したが、これから使えそうです」「練習の成果をブログに上
げてみようと思います」などの感想が聞かれました。
物八幡公民館☎99５－6２１6

　八潮市は、令和４年１月１５日に、市制施行５０年とい
う大きな節目を迎えることから、５０周年記念キャッ
チフレーズを募集します。

物企画経営課☎焚227
メールアドレスm-kikaku@city.yashio.lg.jp

物長寿介護課☎焚44９

※フレイルとは、加齢により心身の活力（筋力、認知機能、社会との
つながりなど）が低下した状態をいいます。�
　今後は、フレイルサポーターを中心に実施する「フレイルチェッ
ク測定会」を市内公共施設で開催します。


